
60 第 2部　　遺伝子とその働き

DNAの情報をもとに，タンパク質が合成される。その転写と翻訳のしく

みについて見てみよう。

◆転写

転写が起こるときは，核内でDNAの二重らせんの一部が塩基の部分で分

かれ，2つの1本鎖DNAとなり，片方の鎖の塩基配列がRNAとしてうつ

し取られる。DNAのＡ，Ｔ，Ｇ，Ｃに対して，それぞれ相補的なＵ，Ａ，

Ｃ，ＧをもったRNAのヌクレオチドが塩基対を形成する（図 a）。遺伝子の

DNAの情報をうつし取ったmRNAは核膜の孔
あな

（核
かくまくこう

膜孔）を通って，タンパ

ク質の合成の場である細胞質に移動する。

◆遺伝暗号

翻訳の過程では，3個一組の塩基配列が１種類のアミノ酸を指定する。３

個一組の塩基配列をトリプレットという。このうち，mRNAのトリプレッ

トは，その塩基配列からアミノ酸を指定する暗号に見たてられ，コドン（遺
い

伝
でん

暗
あん

号
ごう

）とよばれる。

発展 転写と翻訳のしくみ

DNAの一部で，塩基対が外れて１本鎖になる。

DNAの転写範囲ごとに転写が行われ，RNAの合成が進む。

一方のDNA鎖とヌクレオチドとが塩基対をつくり，次に

ヌクレオチドどうしが結合してRNAの合成(転写)が行われる。

RNA

図 a　転写のしくみ
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